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背景︓量⼦コンピュータと量⼦ネットワーク
• 量⼦コンピュータは、量⼦物理学で記述される物理系を⽤
いて動作します。

• 量⼦系を準備し、操作し、測定することで情報を処理しま
す。

• 測定結果に応じて次の動作を決めたり変更したりできる場
合、その処理は適応的であると⾔えます。

• ⼀般に、より⼤きなシステムを⽤いると、同じ適応的な処
理を⾏うために必要な測定の回数を減らすことができます。

• 量⼦コンピュータ同⼠が通信できれば、ネットワーク上で
協⼒して動作でき、単独で動く場合よりも⾼い能⼒を発揮
できる可能性があります。

• 有⽤な通信を⾏うためには、インターネットで使われるよ
うな古典通信リンクと、量⼦系を共有できる量⼦通信リン
クの両⽅を共有する必要があります。

背景・⽬的

システムから得られる情報に応じて動
作を変えながら、ネットワーク上の量
⼦コンピュータ同⼠を協調させる⽅法
を研究しています

研究内容（⽅法・結果・結論）

どんな研究︖ 何がわかる︖
適応的な処理を⾏うときに、ネット
ワーク上で協⼒する複数の量⼦コン
ピュータが資源を効率よく使うための
動作の仕⽅がわかると期待されます

⽬的︓ 効率的な協調
• 複数の量⼦コンピュータが協⼒して適応的な処理を⾏うとき、
どのように動作すべきかを明らかにすることを⽬指します。

• 個々のシステムの⼤きさや利⽤可能な通信リンクなど、実際の
システムを反映した制約を考慮します。

⽅法︓測定結果の確率を考える
• 量⼦系を測定すると、その結果は⼀般に確率的に決まります。
• 適応的な計算では、将来それぞれの量⼦コンピュータが何を
⾏う必要があるかを、あらかじめ完全には知ることができま
せん。

• ネットワーク上では、測定結果によって、最も資源を効率よ
く使える⽅法が変わることがあります。

• 本研究では、将来の測定結果が起こる確率を⽤いて、各量⼦
コンピュータがシステムのどの部分を保持するかをバランス
よく決めます。

• いくつかの測定結果が得られた後には、この割り当てを調整
できるようにします。

結果︓平均的に良い性能
• 本研究の⽅法を、この問題でよく⽤いられる他の⽅法と⽐較
しました。

• その結果、本研究の⽅法では、量⼦リンクに関係する資源の
使⽤量を平均で最⼤約50%削減できました。
結論と今後の課題
• 量⼦コンピュータがネットワーク上で協⼒して適応的なプロ
トコルを⾏うとき、将来起こりうる動作を考慮して判断する
ことで、重要な資源を節約できることを確認しました。

• 今後は、より⼤きなシステムを⽤いて測定回数を減らすこと
で、さらに資源を節約できるかを調べたいと考えています。
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